
一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員78、推薦会員６）
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観、文化遺産、現在作られているもの──。ドラ
イブはそれらとの出会いの連続で、その存在に気
付いたぶんだけ見聞が自動的に広まっていく。
　日本は島国ではあるが、クルマで長旅をしよう
と思えばいくらでもできる。東京を起点とした場
合、鹿児島の間を周遊しながら走れば、それだ
けでゆうに3,000km、4,000kmというマイレージ
になる。北上して、花巻の宮沢賢治記念館に行
こうかなと思えば、寄り道を含めて１トリップ
1,200kmほど。その道程で、自分の知らなかった
もの、学生時代に教科書で勉強しただけのもの、
またその季節、時間、天候ならではの風景などを
山のように目にすることになる。自由な旅ができ
るのはパーソナルモビリティの特権で、クルマは
それを安全、快適にこなせる代表格だ。
　しかし、日本ではヴァカンスの季節であって
も、そういう旅を楽しむ人は少ない。お盆や年末
年始、ゴールデンウィークなどの長期休暇になれ
ば、高速道路の大渋滞がニュースになるのが風物
詩だが、その多くは“民族大移動”的な帰省や、

　クルマの旅は素晴らしい。
いったん走り出せば全国津々
浦々、どこにでも素晴らしい
ものがある。自然、歴史的景

定番商業施設、娯楽施設への移動だ。筆者もそう
いう時期に長距離ドライブをすることは少なくな
いが、大混雑ルートからちょっと外れると、どこ
もガラガラ。「おいおい、こんな素晴らしいもの
を誰も見に来ないのかよ」と思うことなど、しょ
っちゅうである。
　なぜ日本で自由気ままな旅が流行らないのか。
インターネットの発達で、家に居ながらにして日
本、いや世界中の風景を写真やストリートビュー
で見られる時代だからという声があるが、それは
他国でも同じことだ。クルマの維持費が高価で所
有できない層が増えているという話もあるが、す
でにクルマを持っている人たちでも積極的に外に
出ていないケースが圧倒多数なので、これも正鵠
を射ているとは言い難い。
　これらのことについて考察し、対策を考えるこ
とは、クルマ離れを阻止するうえで非常に重要な
ことだと思う。クルマを所有するということは、
自分が望むときに24時間、どこへでも行ける権利
を買うようなもの。その“どこかへ行きたい”と
いう欲求が希薄で、単に日常の用足しや所有満足
だけのためにクルマがあるのだとしたら、カーシ
ェアや公共交通機関にクルマが負けるのは当たり
前であろう。　　　　　　　　　　　　（続く）
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今こそクルマの旅の再興を
ジャーナリスト　井元 康一郎


